
平成２８年度　　　学校関係者による学校評価（外部評価）
Ａ：達成できている　　Ｂ：ほぼ達成できている　　Ｃ：あまり達成できていない　　Ｄ：達成できていない

　　※評定は、評価者数が一番多い評価を学校関係者の評価としました。
	
	
	評価項目
	評定
	評定に関する説明および今後に向けての助言

	本園の教育について
	１
	園の教育方針や教育内容、目標をわかりやすく伝えている

	A
	○教職員が、日頃から高い意識を持ち目標を掲げ、その達成に向けて努力している様子が伺われ、保護者にもしっかり伝わっていると感じられる。
○園児数が多いことで、教職員の負担や精神面での重さを感じ取れる部分もあるが、副担任を配置していることは、互いに認め合い成長し、連携が取れて安心できると思われるので、更なる継続を希望する。

	
	２
	園は教育目標に向かって努力している


	A
	

	
	３
	園はカトリックの精神を基に、まわりの人を思いやる心の育成に努めている


	A
	

	
	４
	聞く姿勢や自分で考えて行動できるような指導に力を入れている


	A
	

	
	５
	教職員は一人ひとりの個性を大切に、適切な関わり方に努めている


	A
	

	
	６
	園児は園生活のなかでお互いの良さや頑張りを認め合って生活している


	A
	

	研究研修
	７
	園内外の研修に積極的に参加し、資質の向上を図っている


	A
	○研修や講演会の内容は適宜適切であったと思われる。
○教師同士の切磋琢磨である園内研修の充実を図るとともに、園外研修、特に公立との交換研修などに努力することが大切と思われる。

	
	８
	目標達成に向け、各学年・学級間での連携、情報交換に努めている


	A
	

	安全管理
	９
	防災防犯等の避難訓練の年間計画を立て、毎月実施している


	A
	○避難訓練や安全指導について、教職員は積極的かつ意識的に取り組んでいる様子が伺える。
○次年度より、保護者用名札（保護者カード）が実施されるとの報告から、安心安全と防犯意識が高まると考えられ、高く評価する。

	
	１０
	施設設備の安全点検を定期的に行い、危険の早期発見に努めている


	A
	

	
	１１
	不審者への対策が講じられている



	A
	

	保健管理

保健管理


	１２
	手洗い、うがいなどの生活習慣の確立や生活のリズム、食事の大切さなど健康に関わる指導をしている
	Ａ
	○園児の健康状態を毎月きちんと把握し、こまかい指導がなされている。

○熱中症対策など、園便りなどを通して、その都度、意識習慣づけるようにしているところが良いと思われる。

	
	１３
	健康診断や毎月の身体測定などで幼児の健康状況を把握し、情報を提供している


	Ａ
	

	預かり等
	１４
	日々の預かり保育や長期預かり保育の内容充実に努めている
	A
	

	家庭・地域との連携
	１５
	未就園児教室や子育てセミナーを開催し、積極的に子育て支援を行っている


	A
	○積極的に子育てセミナーを開催し

、親切かつ充実している園便りやホームページの発信が、保護者アンケートデーターでも満足していることが伺え、高く評価する。

	
	１６
	園便りやホームページなどをとおして、教育活動や園生活、園児の様子の情報発信に努めている
	A
	

	施設設備
	１７
	園は毎月の教職員の定期点検を確実に実施し、施設・設備の点検や補修・管理に努めている
	A
	○十分な点検を行い、安全な環境整備に力を入れていると判断できる。


■総合評価
	評価
	理由

	A
	教職員の努力が良く見える。が、全てを保護者の要求にこたえるのは、学校教育ではない。教育には「要求課題（保護者が求めるもの）」と「必要課題（教師が施すもの）」があり、教職員は「必要課題」を大切にしたいものである。

教職員は園の教育方針や目標をきちんと理解、把握することは当然であり、強く意識しなければならないことであると考える。保護者は、どのような意図で本園に入園させたのか、公立と違い、宗教学校であることを意識することは大切である。毎月、配布される園便りの園長の話が、心に響き感動した。

　今年末には、新しい大型遊具の設置もあるとのことで、楽しみに待っている子ども達の姿が想像できる。尽くしても足りないのが安全指導と認識するのが現場の教育であるので、園内にあるすべての教具や遊具が、時には凶器になると認識した目配り、気配りを大事にしてほしい。


■改善すべき点及び今後取り組むべき課題
	課題
	具体的な取り組み方法

	教育方針や目標の周知
	・教育方針や目標を具体的な言葉で表し、幼稚園が目指す幼児の姿を明確にして、保護者に周知するよう努める。

・保育の取組みについて、保護者との連携を大切にし、更なる信頼関係の向上に努める。

・園外保育活動の機会を増やし、身近な自然や人に触れ合う活動を充実させる。

	安全管理
	・外部からの不審者侵入に対する安全対策については、技術職員の役割の周知や飼育小屋横の通用門と駐車場出入り口門が開いたままにならないように、教職員が常に意識を向け、閉めるようにする。さらに看板を取り付け、出入りする人へ注意を向けるようにする。

	研究研修
	・園または教職員にとって、必要な研修内容を検討し、計画的に園内外の研修に取り組むことで、教職員の資質向上を図る。さらに教職員全員参加の園内研修を行う。
・日頃の教育・保育の反省から経験や知識を共有することによって、教職員相互の資質向上を図る。

	家庭との連携


	・預かり保育、バス通園の家庭に限らず、如何にして保護者とのコミュニケーションを取るかが課題と思われることから、子どもの園での様子を効率よく提供できる対策を考える。
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